
 

■ 実施市町村  ６市町村 ： 岡崎市、豊田市、新城市、設楽町、東栄町、豊根村 

 

■ 実施面積  １，８６３ヘクタール （前年度比 １６ヘクタール増） 

 

■ 締結協定数  ２７６協定 （前年度と同じ） 

 

■ 交付金額  ２億１，９６６万円 （前年度比 ３７７万円増） 

２０２１年度中山間地域等直接支払制度の実施状況及び 

２０２０年度からの第５期対策の概要 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■ 中山間地域等直接支払制度とは、中山間地域など農業生産条件が不利な地域にお

いて、５年以上農業を続けることを約束した農業者の方々に対して、交付金を交付

する制度です。 
 
■ 本事業の対象となるのは、地域振興立法５法（特定農山村法、山村振興法、過疎

法、離島振興法、棚田地域振興法）の対象地域及び４法地域（特定農山村法、山村

振興法、過疎振興法、離島振興法）に隣接し、農業地域類型区分が、旧市町村単位

で中間農業地域に指定されている地域にある傾斜農用地等です。 
 
■ 活動の内容と地目や傾斜区分に応じて、次の単価が交付されます。 
 
 
 
 
 

 
地目 区分 基礎単価 体制整備単価 

水田 急傾斜 １６，８００円 ２１，０００円 
緩傾斜 ６，４００円 ８，０００円 

畑 急傾斜 ９，２００円 １１，５００円 
緩傾斜 ２，８００円 ３，５００円 

草地 急傾斜 ８，４００円 １０，５００円 
緩傾斜 ２，４００円 ３，０００円 

採草 
放牧地 

急傾斜 ８００円 １，０００円 
緩傾斜 ２４０円 ３００円 

               （交付単価は１０ａあたり） 

中山間地域等直接支払制度 

（第５期対策・２０２０年度～２０２４年度） 

 耕作放棄の発生防止活動 
 水路・農道等の管理活動 
 多面的機能を増進する活動 

 集落戦略の作成 
協定農用地の６～１０年後の将来像
等について協定参加者で話し合いな
がら作成 


